
  
★岡町長も家では子育て真っ最中のお父さんです。今回は、読書への想いと子 

育てについて気になることをインタビューしてみました！ 

 

Q1.お子様と楽しむ読書時間はどれくらい？ 

仕事が忙しく、子供と一緒に読書する時間は少ないが、子供の読む本に関心を持ち、 

コミュニケーションを取るよう心がけている。子供は今 10歳になるが、0歳の時か 

らずっと今まで本を毎月プレゼントし続けている。おかげでこの年齢でハリーポッタ 

ーを楽しめるほどの読書家になっているのは、読書の習慣のおかげだと思う。 

Q2.お家に本がたくさんあると聞きましたが、量はどれくらい？ 

奥様の分と合わせると恐らく家には千冊を軽く超える。考古学の本が中心で 

小説や自己啓発、カメラなど趣味の本もある。捨てられない性格で本が増え 

続けている。 

Q3.お子様や家族で読んだ思い出の本や、大好きな本はありますか？ 

・自分でもどこが好きなのかうまく説明できないが、大人になって読んだ外国文学「白い犬とワルツを」が強く

心に残っている。読んだ時から当時の精神状態など重なって、涙が止まらなかった記憶があります。 

・子どもへの読み聞かせでは「はらぺこあおむし」が印象的。ストーリーもよかったですが、手に取った時の原色

中心の色使いの絵は、ストレートに印象に残っている。 

Q4.子育てと読書への想い 

・子どもの頃は本好きではなかったが、知的欲求は高い方でしたので、分からないことを調べるために本を読

んだ。大人になって、自分の意志や気持ちを伝える場面に出くわす度に、言葉選びや表現力が本によって鍛え

られたと実感、本の大切さを改めて感じている。偉そうなことは言えないが、自分の気持ちを伝えることが苦

手な人は、自分が一番言いたいことが頭の中で整理されていない。伝えたいことを考えながら話すことは、幼

い頃からの訓練、特に本を読むことで育まれるのだろうと経験則で感じている。 

・AI時代だからこそ、人間のコミュニケーション能力が重要で、読書はその基礎を育てる最適な手段だと思う。 

・子どもたちには無条件で「本を読め」と伝えたい。その先に、必ず良いことがあるから。 

Q5.子育て世代の方に、メッセージ 

・本との関わり方は人それぞれで良い。 

・読書は知識を得る以上に「生きる力」を育てる訓練であり、ネットでは代替できない。読書は「身につけるも

の、習得するもの」ですから。みやき町に本好きが増えると嬉しい。知識を正しく理解し、そして自分の行動に 

繋げる、そういう人って素敵だと思います。 

 

 

 

 

岡町長に読書への想いについてインタビューしました！ 
 

～編集後記～ 岡町長とお話した中で印象に残ったことは、子供の集中力はすばらしく、お話の中に年齢が小

さければ小さいほど入り込めるし、読書は楽しい！と思える経験ができる。だからこそ、子供の頃にたくさん

の本に出合うことが大切なんだと改めて思いました。        発行：みやき町立図書館 児童担当司書 

 

絵本 はらぺこあおむし 

外国文学 白い犬とワルツを 


